
（様式第２号）

令和5年 2月１０日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 大仙市大曲通町 1番 14号
名 称 社会福祉法人大仙市社会福祉協議会
代表者 佐 藤 力

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ４年 1月 17日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

☐経済

þ社会

☐環境

持続可能な地域づく

りのため自主的に高

齢者等が交流する

「通いの場」に対す

る支援を行います。

2020年度ゆいゆい交流会

開催45回→2030年度目

標 150回を目指します。

2022年 12月末ゆいゆ

い交流会（高齢者の自主

的な交流への支援）46

回実施。
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þ経済

þ社会

þ環境

生活困窮により食料

の確保が困難な世帯

に対しCOOPや

（株）日本郵便と協

働し余剰となった食

品等で食料支援を行

います。

食料支援2020年度 42件

→2030年度 60件

協働する企業の参加数の

増加を目指します。

2022年 12月末生活困

窮者に対する食糧支援件

数

62件

1

2

3

☐経済

þ社会

☐環境

未来を担うこどもた

ちに自分の住む地域

の福祉や障がいに対

する環境や心のバリ

アフリーを学んでも

らい誰もが住みやす

い地域づくりを目指

します。

2020年度バリアフリー講

座や福祉の出前講座 25回

→2030年度 40回を目指

します。

バリアフリー体験授業

2022年 12月末までに

25校実施、小学校での

福祉の出前講座1回 計

26回実施
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本会は、「地域のみんなで支え合う ぬくもりのあるまちづくり」の基本理念のもと少子高齢人口減少

が進む大仙市において「誰もが住み慣れた地域で暮らし続けることができる持続可能な地域づくりを進

めるため、人と地域のつながりを大切に住民同士が豊かな心で支え合い協力するまちづくり」を進める

SDGｓの理念と軸を同じくする社会福祉法人です。

社会福祉法人大仙市社会福祉協議会



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべてに人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


